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特集

若者×つながる
～SNSから見えるもの～

高校生が作ったページ
高校生が「１８歳選挙権」
について考える

TOPICS
京都市ユースサービス協会の
記念日づくし

シリーズ
はたらく若者

ユースかわら版
「海外研修報告」ほか

2003年に『みさやまミーティング（※）』をやらせていただいて

から、京都市ユースサービス協会には時々お世話になっていま

す。最近は、大学や児童自立支援施設などに出入りし、幅広く

思春期の人たちを見ながら、援助とは何か、ユースサービスと

は何か、ずっと考えています。わたしの本職である性教育は、対

象の年齢とともに「正しいことを教える」という段階から「お互い

の価値観について話し合う」という段階に進んでいきます。

子どもも思春期になると、それぞれの背景と行動様式があり、

本人の「どうなれば幸せか」という考え自体多様で、柔軟に考

え、丁寧に話し合って援助しないと、良い結果は望めません。

あなたも援助業界の方ですか？　今やどこの現場も厳しい

ですが、それぞれの場所でうまく機嫌良くやっていきましょうね。

いつだって、被援助者と、そして仲間と、細かなことから大きなこ

とまで、話し合う余裕を保てるように。わたしたちの力は、そこに

生まれるのではないでしょうか。

※若者が、ピア＝仲間として、同世代の仲間と「セクシュアルヘルス」に
ついて共に考え、伝える活動を行う「ピアエデュケーター」を養成する
講座

ユースサービスの理念
子どもから責任ある大人へと成長する青少
年を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が

自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要に
応じて、助言、情報、または多様な人的・物的
資源が得られるような機会を提供します。

京都精華大学
非常勤講師

あかたちかこ
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「寄付月間」とは、寄付の受け手側が寄付者に感謝し、寄付者への報告内容を改善するきっかけとなること、また多くの人が
寄付の大切さと役割について考え、寄付に関心を寄せ、行動をするきっかけとなることを目指した月間です。

京都市ユースサービス協会でも多くのご支援・ご寄付をいただいております。

2018年11月まで　484,０００円
いただいたご寄付については、当協会の取り組みに活用させていただきます。また、寄付だけでなく、当協会の事業や施設
運営にも日ごろから大きくご協力いただいております。 　この場を借りて改めて御礼申し上げます。

１２月は
寄付月間！

イラスト：おおつかなな



２０１０年、Twitterで自分が現在どこにいるか、何をしているかなどを書き込
む際、文末につけて使う言葉「～なう」が一年の世相を反映した言葉を選ぶ「ユー
キャン新語・流行語大賞」に選ばれました。さらに、２０１７年にもInstagramに投
稿した見栄えの良い写真を意味する「インスタ映え」が選ばれるなど、ソーシャル
ネットワーキングサービス（以下ＳＮＳ）が身近なものとなって久しくなりました。
実際に「２０１７年度SNS利用動向に関する調査結果」（ＩＣＴ総研調べ）によると、
日本国内におけるSNSの利用者は年々増加しており、２０１８年末には７，４８５万
人となる見込みです。日本の人口は約１億２６４７万人なので、半数以上がSNSを
利用していると言えます。
しかし、SNSのことをよく知らない、使ったことがない人にとっては、「SNSを
使って、見知らぬ相手と話す感覚がよく分からない」「そもそもSNSでどうやって
知り合っているの？」「相手とのやり取りが見えない」と思うこともあるのではな
いでしょうか。今回の特集では、「なるほど！」「こういう風にSNSを使っているの
か」と知ってもらえるように、実際に活発にSNSを使っている若者に話を聞き、そ
の実態を覗いてみました。

子ども若者総合相談窓口／子ども・若者支援室

若者 つながる
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～SNSから見えるもの～

若者 つながるつながる
若
者
４
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

●
ど
ん
な
S
N
S
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

●
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
何
人
く
ら
い
？

●
S
N
S
ご
と
に
ど
ん
な
使
い
方
を
し
て
い
ま
す
か
？

●
知
ら
な
い
人
と
つ
な
が
る
っ
て
ど
う
思
う
？

テキサスギャンブラー山村さん （高３・男性）
 90名
 32名

LINEやったら事務的なことや、個人的に「貸しているCD
返して」とかですね。Twitterは「誰か教えて」って感じで、
LINEやとつまらんことでも返事せなあかんかったりすると
自分も面倒くさいので。Twitterやったら「誰か返してもい
い」と思う人が返してくれるやろって感じで。テストの時間割
とか聞くことが多いですかね。
知らない人との関わりはないです。あんまり話すイメー

ジがつかないというか。

　まっきーさん （高１・女性）
 ２７７名
 ５６７名(本アカウント)
 64名(裏アカウント)
 9名(空の写真だけ載せるアカウント)
 0名
 ２６２名

LINEは遊びに行く約束や雑談、授業のグループワークの
計画、自主活動の話し合い(頻繁に会えないため)、過去問を
送り合うのに使います。
大人の人にはLINEで話したりするけど、友だちだったら

LINE通話を使うかな。文字に残すとスクリーンショット撮ら
れて拡散される可能性があるし。そういう意味で文字を残し
ても安心できる大人にしか相談しない。もし友だちに送った
としても、文章をあとで消してね、と伝えるかな。
LINE入れてない人とか先生とか３人くらいは、メッセージ

でやり取りをしてる。
そう思うとLINEで繋がる範囲は、近畿圏内くらいのイメー

ジ（笑）。Instagramは学校内で、逆にTwitterは日本中の人
と繋がっている。LINEでやりとりすることは事務的なアポイ
ントをとることとか。なので、実際にあった人で今後もつなが
りそうな人。自分が幹事しているグループLINEでなにか発
信するときとかは、先に友だちに「反応（返信）してー」って
言っとく（笑）。誰か「幹事さんありがとう」って返信すると他
の子もしてくれたりしますね。既読スルーはグループLINE
やったら普通やけどやっぱりちょっと悲しい。
Facebookは、意外と高校生の間では使っている人が少な

いようです。私は登録だけして誰ともつながっていません。 f

LINE
Twitter

LINE
Instagram

Facebook
Twitter

Instagram

Snapchat

LINE

※snapchatとは、通称「スナチャ」と呼ばれ、メッセージや
写真を送り合うことができるアプリです。ただし送った
メッセージが一定時間経つと消えてしまうという特徴が
あります。

とっちーさん （高１・女性）
 １１８名
 ２４３名(本アカウント)
 7名(裏アカウント)
 54名(空の写真だけ載せるアカウント)
 85名(趣味アカウント)
 1名（※）

Snapchatは留学生とやりとりするのに、「やってない
の？」と言われてダウンロードしただけなので、その人とし
かやりとりはないですね。
私は見知らぬ人に相談はしないかも。経緯を説明するの
が大変だし。友だちや先生には会ったときに話すほうがい
いと思うし、そのときでいいかなと思う。
短文でのやりとりが多いですね。長文は大人とやりとり

するときくらい。それもあってちゃんと話すとか大変だな、
と思う。
LINEは雑談や部活の話し合い、遊んだときとかの写真

を送ることによく使う。あとLINE通話もよく使うかな。
Instagramは誕生日おめでとうメッセージとか。なので、知
らない人との関わりはほぼないですね。
いきなりLINE交換しようって言われると、ちょっと抵抗が
あって、InstagramやTwitterなら全然いいんやけど。
Instagramのいいところは、日常とかを投稿するので、イ
ベントとかで知り合って普段やりとりない人でも繋がれる
ところ。反面、LINEはやりとりないと意味ないし。

※スタディプラスは、勉強の進捗状況を記入し管理するアプ
リです。勉強の記録を共有することでユーザー同士励まし
あうなどコミュニケーションをとることもできます。

　ゲンガーさん （予備校生・男性）
 １６９名
 4名(友だち関係)
 １２０名(友だち関係)
 １，６００名(ゲーム関係)
 ４１５名(イラスト関係)
 0名（※）

主に勉強状況や日常会話ですね。友だちや親とのやり取り
が多い。
自分の中ではLINEでのやり取りはしないようにしています。
文字が残るのが嫌で。直接、親や先生、友だちに会うか、電話
して相談します。
知らない人とのかかわりはTwitterではあります。でもやっ

ぱりLINEではやらないです。そもそも知らない人とLINE交換
は嫌。なんとなく。理由はわからないです。

LINE
Twitter

スタディプラス



ネットで知り合った人と
親交を深めている人に
インタビューをしてみました

インタビューを終えて

私の場合は主にTwitterがきっかけです。ハッ
シュタグ（♯）を付けると自分の好きな物で繋がり
やすくなるので、日常で接点のない人とも知り合
うことができます。そこで仲良くなっていくとダイ
レクトメッセージ（※1）を使うようになって、そこで
LINEのIDを交換することもあったり。LINEは1対
1でずっと喋れますし、写真もすぐ添付できるので
日常のことをすぐに伝えやすいんですよね。
Twitterよりも相手との心理的距離が近い気がし
ます。
※１ ダイレクトメッセージ：1対１で会話ができ、周りから
やり取りの見えないTwitter内のコンテンツ。

なのさん （女性）

私は相手のリアルな背景を知らないことに抵抗
はそれほどないんです。ネットだから他人に個人
的な現実の話をしたくない人もいると思うので、
自分からも聞かなかったです。匿名だからこそ、仲
良くなれたのかも。逆に、いきなり「会おう」と言っ
てくる人がいたら困ったと思います。Twitterでは
日常的なつぶやきを見られますし、あと、Skypeの
ビデオ通話を通して、相手の顔を知ることもある
ので、会ったことのない人とも気軽に話をするこ
とができるし、お互いを知っていくこともできると
思っています。

会った事がない人でも
仲良くなれるのはなぜ？

何かあったとき、私の話を聞いてくれたり、私の
ことを心配してくれることです。人とのつながりが
あると実感しますし、お互いにいろんなことが相
談できる関係性になっていったことも嬉しいです
ね。最初から「相談したい」って連絡が来るのでは
なく、知り合ってだんだん仲良くなってから、「実は
な……」って自分や家族の話をし始めました。そう
いった関係性になれたのは、お互いにちょっとした
ことでメッセージを送り合うとか、そういった日常
の積み重ねがあったからだと思います。

LINEは「晩御飯こんなの食べてん」とか、日常的
な話がほとんどです。Twitterから仲良くなった人
で、LINEで連絡を取っている北海道在住の人がい
るんですが、この間の北海道地震で相手の地域で
電気が止まってしまって。スマホの充電がなくな
るから「電源切るわー」という事態になっていて、
心配なのでとりあえずモバイルバッテリーを送っ
たんです。年賀状のやりとりで住所も教えても
らっていたので、必要な物資を送りました。その
後、お礼に銘菓の羊羹を送っていただいてしまい
ました（笑）。

まとめ
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今回取材した内容は、若者全体のほんの一部に過ぎませ
ん。ですが、さまざまなことに気を遣いながらも、関係性を
築いていくという本質的な人との関わりは変わらずに、１つ
のコミュニケーションツールとしてＳＮＳが確立してる様子を
伺い知ることができました。
この記事を通して、SNSを利用する若者への関心をもつ
きっかけになれば幸いです。

（子ども若者総合相談窓口／子ども・若者支援室特集担当）

SNSをしていてよかったことは？

相手とどんな
やりとりをしていますか？ネットで人と知り合うきっかけは？

●❶ ●❷

●❹●❸

いかがでしたか。今回インタビューをする前は、SNS

で見知らぬ人と気軽にやりとりをする中で悩みを相談

しているのではないかと考えていました。

ですが、話を聞いてみると、誰と繋がるのか、どのよ

うな内容を話すのかはSNSによって上手に使い分けて

いました。

LINEでのやりとりは友だちや知り合いが多く、

Twitterよりも相手との距離感の近さが出ているよう

に感じます。そのため事務的な連絡やアポイントなどに

使われたり、相談につながったりすることもあります。

一方で、文字を残してしまうとスクリーンショットを撮

られて、周りに拡散される恐れがあるというプライバ

シーの面を気にしている声もありました。このことか

ら、悩みはSNSでは相談せず、直接会って話したり電話

したりするなど慎重な面もあるようです。

TwitterやInstagramでは、LINEと少しちがう距離

感で、日常的に会わない人へ誕生日メッセージを作成

したり、テスト範囲をクラスメイトに聞いたりすることに

使っています。また、共通の趣味や関心から見知らぬ人

とも出会う入口にもなっており、そこで関係性ができる

と深い話をすることもあるようです。
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「１８歳選挙権」高校生が

について考える
　今回のテーマは１８歳選挙権。高校生の私たちにとって
リアルなテーマではありますが、あまり深く考えたことは
ありませんでした。知る必要があると思い、右京区学生選
挙サポーターのみなさんにインタビューをしてきました。

高校生が

作った

ページ

あかり（18）

あこ（16） さち（1７） ひより（17）

※1 不在者投票……仕事や用事で名簿登録地以外の市区町村に滞在していて選挙期日に投票できない場合、選挙期日の前に、滞在先の選挙管理委員会において不在者投票を
することができます。（京都市情報館ホームページより）　　

※2 公共……2022年の高等学校学習指導要領改訂に伴う、「公民科」の必修科目。選挙権年齢引き下げをふまえ、社会参画に必要な力を育てる新科目です。
※3 「選挙ドットコム」より。http://go2senkyo.com/articles/2016/04/06/16782.html
※4 期日前投票……選挙期日に仕事や用事があると見込まれる方などを対象に、選挙期日の前でも選挙期日と同じように、投票用紙を直接投票箱に入れ、投票できる制度です。

（京都市情報館ホームページより）

Q1 Q2 Q3

Q4

Q5Q6

サポーターのみなさんは投票には
行かれましたか？
●高校生の時は行ったけれど、大学入
学後はまだ行っていません。
●今回は住民票を移行していなかった
ため行きませんでした。
●住民票の関係で投票用紙を取り寄せ
てもらい投票しましたが、送料がか
かりました。
●私の周りの大学生は投票に行かな
い人が多いです。住民票移行の問
題もありますが、そもそも選挙自体
についてあまり知らないという人も
います。

実際に誰に投票したかなど、選挙に関す
ることって話してもいいんですか？
「秘密選挙」という言葉がありますが、それは
投票内容の非公開が保証されている選挙のこ
とをいいます。だから、友だち同士で選挙に関
することを話してはいけないというルールは
ありません。むしろ、意見交換は情報収集の一
つのツールだと思います。多様な考えや主張
がある中で、一個人の意見を聞いて、自分の
中でどう消化するかが大切だと思います。

投票に関して、候補者の情報をどこで
得たら良いですか？ 
テレビや新聞、インターネットや街頭演説か
ら情報を得ることができます。また、今では
政党自体がSNSのアカウントを持ち、情報を
公開しているため、そこを見たり、政党に関
するまとめサイトなどを見るとわかりやすい
です。ただ、インターネットの全ての情報を
鵜呑みにせず、正しい情報を自分で見極め
ることが大切です。

「ネット投票」はなぜ実現され
ないのですか？
インターネットで投票ができるよう
になると、手軽になる一方で、万が
一、情報が漏れると個人情報が特
定される恐れがあり、それは「秘密
選挙」に反します。また、一人一票と
いう決まりを本当に守れるのか、と
いう問題もあり、実現は難しいのが
現状です。

候補者の公約を読んで
難しいと思ったのですが……
どうすればわかりやすくなりますか？
直接候補者に会える機会があれば、わかりやすくしてほし
いとお願いできると思います。ですが、公約は対面では伝
えられないので、正式な言葉で伝える必要があり、堅い言
葉になるのだと思います。街頭演説ではわかりやすい言葉
で演説されていたり、学校などで行われる個人演説会では
直接話ができたりするのでわかりやすいかもしれません。

高校生にも公約が
わかりやすいものになるためには、
私たちはどうすべきですか？
候補者が高校生にレベルを合わせるべ
きだとは思いますが、候補者は実際に選
挙に来てくれる人を対象に公約を書き
ます。高校生にもわかりやすくしてもら
うためには、君たち高校生も政治に関心
を示しているという姿勢を見せることも
必要かもしれません。

ひより×みほ×あかり×さち×あこの５人による座 談 会

右京区学生選挙サポーターは右京区にゆかりのある大学に通う学生が
集まり、右京区選挙管理委員会と連携して活動しています。現在は花園大
学、立命館大学、京都学園大学、京都光華女子大学の有志の学生が加入し
ています。右京区内にある小学校などでの出前授業をはじめ、様々なイベ
ントなどで選挙に関する啓発活動を行っています。

今回取材させていただいた…
右京区学生選挙
サポーターさん

の活動
出前授業

劇や模擬投票による選挙の授業を小学校や特
別支援学校で行います。

学生選挙サポーターの活動内容の説明と意見
交換をしています。

活動を通して選挙の大切さを伝えています。

みほ（1８）

活動の意見交換 選挙の啓発
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送
料
が
か
か
る
ら
し
い
も
ん
ね
。

ま
ず
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
も
詳
し
く
知
ら
な

か
っ
た
な
。

た
と
え
国
や
警
察
に
選
挙
に
つ
い
て
聞
か
れ
て

も
、言
わ
な
く
て
い
い「
秘
密
選
挙
」と
い
う
制
度

が
印
象
的
だ
っ
た
ね
。

ど
こ
で
選
挙
の
情
報
を
得
た
ら
い
い
か
と
い
う
質
問

に
つ
い
て
、新
聞
と
か
も
あ
る
け
ど
T
w
i
t
t
e
r

と
か
ま
と
め
サ
イ
ト
と
い
う
の
が
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
活
用
さ
れ
る
方
法
な
の
か
な
。

政
党
自
体
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
も
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

新
聞
っ
て
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、も

ら
っ
た
資
料
の
中
で
は
、わ
か
り
や
す
い
の
も

あ
っ
た
。自
分
た
ち
も
チ
ェッ
ク
し
な
い
と
ね
。

情
報
を
集
め
る
の
も
大
切
だ
け
ど
、選
挙
の
流
れ

と
か
や
り
方
を
知
る
の
も
大
切
だ
よ
ね
。

学
生
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
が
し
て
い
る
、

小
学
生
に
向
け
て
の
出
前
授
業
で
実
際
の
投
票

箱
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
た
。

小
学
生
に
授
業
し
た
と
き
に
質
問
タ
イ
ム
で
大

学
生
が
ひ
る
む
く
ら
い
の
高
度
な
質
問
を
し
て

い
た
と
聞
い
て
驚
い
た
。私
た
ち
も
１８
歳
選
挙
権

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、小
学
生
の
時
か

ら
こ
の
よ
う
な
授
業
を
受
け
て
い
る
子
た
ち
が

い
る
な
ら
、将
来
、も
っ
と
投
票
率
が
上
が
る
よ

う
に
な
る
の
か
な
？

あ
か
り

み　
ほ

ひ
よ
り

み　
ほ

ひ
よ
り

さ　
ち

み　
ほ

さ　
ち

ひ
よ
り

あ　
こ

み　
ほ

高
校
で
も
現
代
社
会
が
な
く
な
っ
て
、「
公
共
」（
※

２
）と
い
う
授
業
が
始
ま
る
ら
し
い
よ
。ど
ん
な

授
業
な
ん
だ
ろ
う
？　
選
挙
の
こ
と
な
ど
が
扱

わ
れ
た
と
き
に
、私
た
ち
の
日
常
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
起
こ
る
ん
だ
ろ
う
。

ネ
ッ
ト
投
票
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
け
ど
、最
近

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
で
間
違
っ
て
押

し
ち
ゃ
う
こ
と
も
あ
る
し
、手
軽
す
ぎ
て
適
当
な

判
断
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
。実
際
に
投
票
に

行
く
こ
と
で
、自
分
の
一
票
の
責
任
を
感
じ
ら
れ

る
し
、正
確
な
判
断
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
な
。

住
民
票
を
移
す
っ
て
そ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
な

の
？　
も
っ
と
簡
単
だ
っ
た
ら
投
票
率
も
上
が
る

と
思
う
な
。

日
本
の
投
票
率
に
比
べ
て
、海
外
は
ど
う
か
な
？

ア
メ
リ
カ
を
調
べ
て
み
た
ら
あ
ん
ま
り
高
く
な

か
っ
た
よ
。

罰
金
が
あ
る
国
も
あ
る
っ
て
聞
い
た
。そ
の
国
の

若
者
の
投
票
率
は
80
％
ぐ
ら
い
ら
し
い
よ
。（
※
3
）

教
科
書
で
見
た
！

日
本
の
投
票
日
は
だ
い
た
い
日
曜
日
だ
よ
ね
。仕

事
が
あ
っ
て
行
け
な
い
人
も
い
る
か
ら
、も
っ
と
期

日
前
投
票（
※
４
）を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と

思
っ
た
。

新
た
に
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ね
。

政
治
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ

た
け
ど
、意
外
と
情
報
交
換
と
か
の
決
ま
り
は
な

か
っ
た
ん
だ
ね
。

選
挙
っ
て
思
っ
て
い
る
ほ
ど
難
し
く
な
い
の
か

も
ね
。

も
っ
と
気
軽
に
で
き
る
ね
。

何
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
？

終
え
て
み
て
思
っ
た
こ
と
。

？●❶
？●❷

？●❸

？●❹

？●❺？●❻
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は
た
ら
く
若
者

シリーズ

第3回

あ
な
た
の
職
業
は
？

住
宅
設
備
の
建
材
を
取
り
扱
う
商
社

で
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

社
員
全
体
で
４,
６
０
０
人
ち
ょ
っ
と

の
規
模
の
会
社
で
、家
を
建
て
る
た
め

の
部
材
を
全
部
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

人
の
暮
ら
し
に
直
結
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
選
び
ま
し

た
。I
T
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
目
に
見
え

な
い
も
の
と
違
っ
て
、「
こ
れ
売
っ
て
ま

す
」と
言
え
る
仕
事
で
、性
に
合
っ
て
い

ま
す
。

新
人
で
覚
え
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

怒
ら
れ
な
が
ら
も
徐
々
に
商
品
知
識
な

ど
を
つ
け
て
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ど
ん
な
働
き
方
を
し
て
い
ま
す
か
？

働
き
方
改
革
を
推
奨
し
て
い
る
会
社

で
今
年
度
か
ら
残
業
は
最
大
で
も
20
時

ま
で
。超
え
る
と
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
が

落
ち
ま
す
。

た
だ
、仕
事
量
は
多
い
で
す
。残
業
代

も
き
っ
ち
り
出
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

も
ち
ろ
ん
終
わ
れ
ば
帰
り
ま
す
が
、

先
輩
が
忙
し
い
の
に
、「
手
伝
い
ま
す
」と

言
わ
ず
に
帰
れ
な
い
雰
囲
気
は
感
じ

ち
ゃ
い
ま
す
。考
え
方
に
よ
っ
て
は
ど
れ

だ
け
残
っ
て
も
20
時
ま
で
な
の
で
、気
持

ち
的
に
は
見
通
し
が
持
て
て
い
ま
す
ね
。

会
社
で
の
人
間
関
係
は
？

10
人
程
度
の
事
業
所
で
、30
代
半
ば

〜
後
半
が
中
心
。一
つ
上
の
先
輩
で
も

５
つ
離
れ
て
い
ま
す
。

歳
の
離
れ
た
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、誰
と
で
も

関
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、仕
事
と

な
っ
て
、合
う
合
わ
な
い
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
し
た
。共
通
の
話
題
が
無
く
、う

ま
く
話
せ
な
か
っ
た
り
、盛
り
上
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り

し
ま
し
た
。

積
極
的
に
い
こ
う
と
し
て
い
た
ら
、

「
何
も
わ
か
っ
て
な
い
の
に
返
事
だ
け
は

良
い
、安
請
け
合
い
す
る
や
つ
」と
し
て

干
さ
れ
か
け
ま
し
た
。思
い
上
が
り
が

激
し
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。苦
手

な
人
と
も
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
を
社
会
人
と
し
て
実
感
し
て
い

ま
す
。

た
だ
、怒
ら
れ
て
も
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
っ
て
お
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。ミ
ス
し
て
怒
ら
れ
る
と
し
ょ
げ
る

け
ど
、心
を
折
ら
れ
な
い
よ
う
に
、細
々

と
図
太
く
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。そ

し
て
時
間
が
経
て
ば「
成
り
上
が
っ
て
や

る
！
」と
思
い
上
が
り・・・・・・よ
く
な
い

な
ー
。生
き
て
い
く
の
は
難
し
い
。

困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
人
は
い
ま

す
か
？

同
期
が
全
国
に
約
２
０
０
人
い
る
の

で
、研
修
と
か
で
会
う
と
相
談
し
た
り

し
ま
す
。入
社
し
て
最
初
の
１
週
間
に

合
宿
が
あ
り
、仲
良
く
な
り
ま
し
た
。人

に
弱
み
を
見
せ
る
の
が
得
意
な
タ
イ
プ

じ
ゃ
な
い
の
で
、悩
み
の
相
談
と
か
は
で

き
ず
に
愚
痴
を
吐
く
く
ら
い
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
。抱
え
込
む
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、上
司
、先
輩
に
は
絶
対
に
言

え
な
い
で
す
ね
。

何
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
か
？

何
よ
り
も
お
金
で
す
ね
。も
っ
と
も
っ

と
、稼
い
で
稼
い
で
稼
ぎ
ま
く
り
た
い

で
す
！

単
純
に
自
分
が
遊
び
た
い
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、さ
さ
い
な
目
標
は
、今

ま
で
あ
っ
た
人
全
員
に
焼
肉
を
お
ご
る

こ
と
。

食
べ
た
い
も
の
な
ら
な
ん
で
も
い
い

で
す
が
、人
は
お
金
が
あ
る
と
こ
ろ
に

集
ま
っ
て
く
る
と
思
う
し
、集
ま
っ
て
も

ら
え
る
人
に
は
ご
馳
走
し
た
い
と
思
え

ま
す
。稼
い
だ
分
は
使
い
た
い
で
す
し
、

大
盤
振
る
舞
い
で
き
る
男
に
な
り
た
い

で
す
ね
。

あ
と
は
、結
婚
し
た
い
し
、出
来
れ
ば

子
ど
も
も
授
か
り
た
い
で
す
。子
ど
も

に
は
、好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
な
働
き
方
が
し
た
い
で
す
ね
。

親
が
お
金
を
出
す
タ
イ
プ
で
は
な

く
、子
ど
も
の
頃
、野
球
道
具
で
も
何
で

も
一
番
安
い
も
の
し
か
買
っ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
で
す
。大
学
進
学
も
奨
学
金

を
借
り
て
、バ
イ
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

友
人
や
彼
女
の
家
庭
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、大
学
の
学
費
も
そ
う
だ
し
、割

と
何
で
も
親
が
出
す
、う
ち
と
違
う
家

庭
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
の

話
を
聞
い
て「
い
い
な
」と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
自
分
が
親
に
な
っ
た
時
に

は
そ
れ
な
り
に
お
金
を
持
っ
て
子
ど
も
を

育
て
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
を
機
に
独
り
暮
ら
し
を

始
め
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
お
金
が
な

か
っ
た
か
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、家

族
と
の
関
係
が
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た

の
と
、自
立
し
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の

で
。父
と
母
も
あ
ま
り
仲
が
良
い
方
で

は
な
く
て
、家
に
お
金
を
入
れ
な
い
、

帰
っ
て
こ
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。食
事
な
ど
の
家
事
全
般
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

独
り
暮
ら
し
で
は
、掃
除
、洗
濯
は
も

ち
ろ
ん
、ご
飯
も
割
と
自
分
で
作
っ
て
い

ま
す
。快
適
で
楽
し
い
し
、生
き
て
い
る

と
い
う
感
じ
。

か
と
い
っ
て
、自
分
の
親
に
何
も
出
し

て
も
ら
え
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
。

親
は
親
の
考
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、

恵
ま
れ
て
な
い
訳
で
も
な
い
の
で
言
い

方
は
難
し
い
で
す
が・・・・・・。

あ
な
た
に
と
っ
て「
働
く
」と
は
？

暇
つ
ぶ
し
で
す
か
ね（
笑
）。冗
談
で

す
が
、ま
っ
た
く
的
外
れ
で
は
な
く
て
、

も
し
働
か
ず
に
お
金
を
得
ら
れ
る
と
し

て
も
、働
く
こ
と
を
選
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。見
栄
っ
張
り
で
、良
い
と
こ
見

せ
た
い
タ
イ
プ
。成
果
を
上
げ
て
、報
酬

を
得
て
、自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
た
め

の
手
段
な
の
か
な
と
。

そ
ん
な
に
仕
事
好
き
で
は
な
い
し
、

自
己
実
現
の
手
段
と
ま
で
は
言
い
た
く

な
い
部
分
も
あ
っ
て
、「
お
金
を
得
る
＝

評
価
を
得
る
」と
い
う
の
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
何
も
な
い
ま
っ
さ
ら
な
状
態
。

早
く
芽
を
出
し
て
、花
を
咲
か
せ
た
い
。

そ
の
た
め
に
前
向
き
で
い
た
い
で
す
。

終身雇用制度が当たり
前でなくなり、働き方が大
きく変化している今日。一
人ひとりで見ると、よくあ
る話かもしれません。でも
複数回を並べてみると、
そのはたらく姿から現代
の若者のすがたがあぶり
出されるのではないか。
「はたらく」から若者の今
を見つめます。

田中　大喜さん 23歳
商社　営業　入社１年目



誕
生
日
、結
婚
記
念
日
、創
立
記
念
日…

…

様
々
な
記
念
日
が

あ
り
ま
す
が
、今
年
の
京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会
は
記
念
日
づ

く
し
。

京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会
と
し
て
は
、２
０
１
８
年
３
月
に
30

周
年
を
迎
え
、１
年
を
通
じ
て『
30
周
年
記
念
事
業
』を
実
施
し
て

い
ま
す
。７
月
25
日（
水
）に
は
協
会
設
立
30
周
年
記
念
式
典
・パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
、関
係
の
皆
さ
ま
や
協
会
職
員
あ
わ
せ
て
約
１
2
0

名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、京
都
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

方
か
ら
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（※

）（
愛
称

：

青
年
の
家
）時
代
か

ら
数
え
、青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、山
科
40
周
年
、南
50
周
年

を
は
じ
め
、事
業
と
し
て
も『
演
劇
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
』２５
周
年

な
ど
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
そ
ん
な
記
念
日
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、40
年
、50
年

と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、記
念
す
べ
き
日
を
迎
え

た
山
科
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
、南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
こ
れ
ま
で
、い
ま
、こ
れ
か
ら
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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40
周
年
を
迎
え
た
山
科
青
少
年
活
動
セ
ン

タ
ー（
愛
称
：「
や
ま
せ
い
」）。

山
科
区
内
７
カ
所
の
中
学
校
等
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、中
学
１
年
生
全
員
に
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
と
施
設
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
毎
年
配

布
し
て
い
る
長
年
の
実
績
も
あ
り
、山
科
区

内
の
中
高
生
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

や
ま
せ
い
の
テ
ー
マ
は
、「
青
少
年
の
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
地
域
社
会

と
協
働
で
つ
く
る
」。地
域
の
中
で
若
者
が

役
割
を
担
う「
場
づ
く
り
」や
、若
者
が
困
っ

た
り
悩
ん
だ
り
し
た
時
に
地
域
の
資
源（
ヒ

ト・
団
体
・
機
関
・
情
報
ほ
か
）と
繋
が
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
の「
機
会
づ
く
り
」を
、地

域
の
方
々
と
と
も
に
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
取
り
組
み
と
し
て
、２
０
１

５
年
か
ら
地
域
通
貨『
べ
る
』事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。10
代
の
若
者
が
地
域
活
動
で
役
割

を
担
い
、活
動
の
対
価
と
し
て
区
内
の
協
力

店
舗
や
、や
ま
せ
い
で
使
う
こ
と
が
で
き
る

地
域
通
貨
を
発
行
し
て
い
ま
す
。活
動
の
機

会
や
協
力
し
て
く
だ
さ
る「
べ
る
協
力
店
」

（
べ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
）も
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

ま
た
、２
０
１
６
年
か
ら
は『
こ
ど
も
食

堂
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
翌
年
に
は
山

科
区
内
の
こ
ど
も
食
堂
や
関
心
の
あ
る
地
域

住
民
が
連
携
し
た「
ま
ち
の
ち
ゃ
ぶ
台
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
山
科
」を
組
織
し
、情
報・ノ
ウ
ハ
ウ・

資
源
の
共
有
等
も
し
て
い
ま
す
。

今
年
８
月
に
は
、利
用
者
の
皆
さ
ま
に

「
40
周
年
」を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、「
お
誕
生
日
月

間
」と
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。８
月
２
日
の
開
所
日
に
ち
な
み
、「
ハ

ニ
ー(

82)

ト
ー
ス
ト
」を
毎
日
50
円
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
催
し
や
、特
製
バ
ッ
グ
が

当
た
る
ク
イ
ズ
、ケ
ー
キ
を
つ
く
っ
て
40
周

年
を
祝
う
企
画
、毎
週
火
曜
日
の
カ
フ
ェ
で

は
若
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
詰
め
込
ん
だ「
山

科
プ
レ
ー
ト
」を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！　
開
所
以
来
、

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
運
営

協
力
会
で
も
40
周
年
を
記
念
し
た
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
若
者
に
と
っ
て
安
心
で
き
る

居
場
所
が
多
く
あ
る
こ
と
、若
者
が
地
域
の一

員
と
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、地

域
で
若
者
の
成
長
を
支
え
ら
れ
る
基
盤
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

周年スケジュール
●市内７青年の家の特化事業開始から20年(１９９８年)
●京都市より南・伏見・山科青年の家（現青少年活動センター）３か所の運営を
受託して20年(１９９８年)
●条例改正によって高校生から利用できるようになって20年(１９９８年)
●『演劇ビギナーズユニット』25周年(１９９３年)
●京都市ユースサービス協会になって30年(１９８８年)
●山科青年の家開所から40年(１９７８年)
●南青年の家開所から50年(１９６８年)
●第１回グループリーダーセミナー開講から50年(１９６８年)

山科青少年活動センター

40周年
（１９７８年８月２日～）
所長　宮川知子

南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム「
南
青
年
の
家
」と
し
て
開
所
し
、

当
時
の
建
物
そ
の
ま
ま
に
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、高
度
経
済

成
長
期
、「
金
の
卵
」と
呼
ば
れ
た
中
学
卒
業

後
に
地
方
か
ら
都
会
に
集
団
就
職
で
や
っ
て

き
た
若
年
労
働
者
の
た
め
の
余
暇
活
動
の
施

設
で
す
。故
郷
を
離
れ
、知
ら
な
い
土
地
で
生

活
を
は
じ
め
た
15
歳
の
若
者
に
と
っ
て
、同

世
代
の
仲
間
と
出
会
い
、ス
ポ
ー
ツ
や
書
道
、

写
真
な
ど
を
楽
し
む
時
間
が
ど
れ
だ
け
貴
重

で
あ
り
、か
れ
ら
の
生
活
を
支
え
る
場
で
あ
っ

た
か
は
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
写
真
か

ら
読
み
取
れ
ま
す
。

２
０
０
１
年
に
は
広
く
中
高
校
生・大
学

生
ま
で
も
が
利
用
で
き
る「
青
少
年
活
動
セ

ン
タ
ー
」と
な
り
ま
し
た
。南
青
少
年
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、「
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、今
ま
で
い
ろ
ん
な
若

者
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。定
時
制
高
校

が
始
ま
る
前
に
一
息
つ
く
生
徒
、自
習
室
を

利
用
す
る
受
験
生
、不
登
校
や
フ
リ
ー
タ
ー

の
若
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
の
大
学
生
、

バ
イ
ク
の
暴
走
や
喫
煙
な
ど
問
題
行
動
を
繰

り
返
す
10
代
、若
い
マ
マ
、パ
パ…

…

。そ
し

て
、中
高
生
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
今

も〈
青
年
〉と
呼
び
ま
す
。私
た
ち
が
い
く

ら
、青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
ろ
う
と

も…
…

。

１
９
６
８
年
か
ら
、ど
れ
だ
け
の
若
者
が

利
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。南
青
年
の
家

の
初
期
の
利
用
者
は
、現
在
の
若
者
の
祖
父

母
世
代
で
す
。「
う
ち
の
孫
、お
邪
魔
し
て
い

る
み
た
い
や
」と
教
え
て
く
だ
さ
る
近
所
の

方
や
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん〈
青

年
〉で
知
り
合
っ
た
」「
お
か
ん
も〈
青
年
〉使
っ

て
た
ん
や
っ
て
」「
お
兄
ち
ゃ
ん
が〈
青
年
〉は

お
も
ろ
い
っ
て
言
っ
て
た
」と
話
す
若
者
も
い

ま
す
。そ
う
、〈
青
年
〉は
、50
年
前
と
今
を
つ

な
ぐ
言
葉
な
の
で
す
。

11
月
17
日（
土
）に
は
、〈
青
年
〉に「
青
少

年
活
動
セ
ン
タ
ー
」に
も
う
一
度
帰
る
一
日

と
し
て『
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
』を
実
施

し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、若
者
の
成
長
を
支
え
50
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
５
年
、10
年
後
も
こ

の
場
で
か
つ
て
若
者
だ
っ
た
人
た
ち
と
と
も

に
若
者
の
育
ち
の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
終
え
て
、そ
ん
な

思
い
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。　

南青少年活動センター

50周年
（１９６８年～）
所長　横江美佐子

T O P I C S

京都市ユースサービス協会の

づくし記念日
「
お
め
で
た
い
！
」

※勤労青少年ホーム……働く若者の福祉の増進を目的とした施設。各種の相談や、余暇の充実を図
るため、クラブ活動やレクリエーション活動なども行われている。『第一回文化祭』『ホームカミングデー』（２０１８）

『やませいフェスタ』（２０１８）
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『
北
コ
ミ
ま
つ
り
』を

開
催
し
ま
す
！

12
月
16
日（
日
）10
時
〜
16
時
、北
青

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
年
に一度
の
お

祭
り『
北
コ
ミ
ま
つ
り
』を
行
い
ま
す
。当

日
は
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！　
普
段
、セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
若
者
と
地
域
で
活
動
し
て
い
る

人
と
が一緒
に
な
っ
て
お
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
す
。み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

『
な
か
せ
い
オ
ー
プ
ン
デ
ー
』

開
催
し
ま
し
た
！

中
京
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
青
少
年
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
や

交
流
を
目
的
と
し
た『
な
か
せ
い
オ
ー

プ
ン
デ
ー
』を
９
月
23
日（
日
）に
行
い
、

バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
の
発
表
、ロ
ビ
ー
で
の

流
し
そ
う
め
ん
な
ど
大
盛
り
上
が
り
の

１
日
と
な
り
ま
し
た
！　
ま
た
活
動
発

表
だ
け
で
な
く
、青
少
年
主
催
の
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
や
交
流
タ
イ
ム
を
設
け
ま
し

た
。参
加
グ
ル
ー
プ
か
ら
は「
普
段
話
さ

な
い
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
知
れ

て
よ
か
っ
た
」な

ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、お
互
い

の
活
動
や
セ
ン

タ
ー
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ

か
け
と
な
り
ま

し
た
。

ヨーロッパでは国を超えて、ユースワークについて議
論し、高めようという動きがあります。その一つ「ＥＵ5か
国ユースワーク調査／The Impact of Youth 
Work in Europe: A Study of Five European 
Countr ies」の報告会を兼ねた学会が9月にイギリス南
西部プリマスで行われ、私が所属する研究会の一員とし
て出席しました。
　この５か国調査は、若者にとってユースワーク、特にユニ
バーサルなワーク（誰もが自由に利用できるサービス）が

どのように役に
立っているかを
明らかにするこ
とを目指したも
のです。内容は、
イギリス、フィン

ランドなどのユースセンター利用者へのインタビュ―調
査とそれに対する分析と考察をまとめたものです。若者が
大人に成長していく過程でユースワークがどう役立ったか
は、数値で測れないものです。しかし、成果を
表すことは、今や世界共通の流れであり、日
本のユースワークの現場でも日々の活動を
「見える化」するための議論が続いています。
学会では、ヨーロッパに加え、アフリカや
北米、オセアニア地域のユースワーカー、
研究者２５０名ほどの参加者が活発な議論
を展開していました。私は、この議論に加わ
ることで、私たちが現場で抱える課題は、私
たちだけの課題でないこと、ユースワーク
の価値を明らかにすることは、グローバル
な取り組みであることを実感しました。

思
春
期
の
子
育
て
に
悩
む

親
の
会

『
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
話
そ
う
』

学
童
ク
ラ
ブ
O
B
保
護
者
の
有
志
を

中
心
に
し
た
、子
育
て
に
悩
ま
れ
る
親

御
さ
ん
同
士
の
集
い
の
場
が
10
月
20
日

（
土
）に
開
か
れ
、ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と

し
て
子
ど
も・若
者
支
援
室
よ
り
向
井

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

当
協
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が

ら
、京
都
市
内
に
お
け
る
若
者
支
援
の

状
況
を
共
有
し
た
後
は
、子
ど
も
と
の

関
わ
り
で
不
安
な
こ
と
、想
い
を
参
加

者
間
で
聴
き
あ
い
ま
し
た
。お
茶
菓
子

を
囲
み
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

参
加
者
同
士
で
お
互
い
を
受
け
止
め
合

う
素
敵
な
空
気
が
流
れ
ま
し
た
。「
不
安

を
話
し
て
も
大
丈
夫
な
場
」「
少
し
元
気

に
な
っ
て
帰
れ
る
場
」は
ど
の
世
代
に
も

必
要
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、子
ど
も
を
支

え
る
立
場
と
な
る
親
世
代
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
貴

重
な
機
会
で
し
た
。

伏
見
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン

ト
ク
ラ
ブ（
I
E
C
）』で
は
、日
本
人
と

外
国
人・外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が

〝
い
っ
し
ょ
に
〞イ
ベ
ン
ト
を
企
画
制
作・

実
施
す
る
こ
と
を
通
し
て
、両
者
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

と
も
国
際
交
流
、異
文
化
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

９
月
の
料
理
教
室
で
は
、調
理
準
備

に
バ
タ
バ
タ
し
ま
し
た
が
、み
ん
な
で

協
力
し
て
完
成
し
た
料
理
を
前
に
思
わ

ず
笑
顔
。ク
ロ
ア
チ
ア
の
は
ち
み
つ
ク
ッ

キ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
の
あ
ん
か
け
ス
ー
プ
、

中
国
の
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
、そ
し
て
日

本
の
お
に
ぎ
り
！　
あ
れ
こ
れ
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
♪

「
自
分
た
ち
で
ラ
ー
メ
ン
を
つ
く
り
た

い
」と
い
う
熱
意
を
大
切
に
、自
分
た
ち

の
ラ
ー
メ
ン
を
追
及
し
て
い
る
同
志
社

大
学
拉
麺
研
究
会
の
み
な
さ
ん
は
、南

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
の
料
理
室
を
使

い
、こ
だ
わ
り
の
味
を
深
め
て
い
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
の
食
べ
歩
き
と
試
作
の
両
輪

で
研
鑽
を
続
け
て
お
り
、濃
厚
な
鶏
白

湯
ス
ー
プ
か
ら
コ
シ
の
あ
る
麺
ま
で
す

べ
て
自
家
製
！ 

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、毎
年
11
月
に
行

わ
れ
る
２
度
の
学
園
祭
へ
の
出
店
で
す
。

現
代
表
に
と
っ
て
は
味
の
集
大
成
を
見

せ
る
と
き
で
あ
り
、新
代
表
に
と
っ
て
は

デ
ビ
ュ
ー
の
と
き
！

来
年
は
、設
立
６
年
目
を
迎
え
、「
当

初
か
ら
の
熱
意
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、

し
っ
か
り
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
打

ち
出
す
大
事
な
節
目
の
年
に
な
る
」と

新
代
表
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｅ
Ｃ
イ
ベ
ン
ト

『
ふ
し
み
ん
の
多
国
籍
料
理
教
室
』

同
志
社
大
学
拉
麺
研
究
会

Transformative Youth Work International  Conference

５か国調査の報告書は、次のURLからダウンロードできます。
https://www.humak.fi/julkaisut/the-impact-of-youth-work-in-europe-a-
study-of-five-european-countries/

海外研修
報告

『
か
ら
だ
で
は
な
そ
う
オ
ー

プ
ン
デ
ー
』へ
よ
う
こ
そ
！

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
学
校
卒
業
後
の

余
暇
活
動
場
所
が
少
な
い
」と
い
う
支

援
学
校
や
保
護
者
の
声
か
ら
、東
山
青

少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
で
平
成
18
年
よ
り

始
ま
り
、今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。

言
葉
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
身
体
表

現
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
め
る
空
間
作
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
登
録
制
の
為
、よ
り
多
く
の
方

に
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

実
施
し
ま
す
。色
々
な
人
と
の
出
会
い
を

通
し
て
自
分
自
身
に
と
っ
て
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

12
月
8
日（
土
）　
1
月
26
日（
土
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

各
回
１
，０
０
０
円

京
都
市
に
在
住
、

通
学
ま
た
は
通
勤
さ
れ
て
い
る
方

日 時料金対象

（南青少年活動センター　横江美佐子）
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